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■表紙解説�
世界遺産に登録された中城城跡（中城村）�
　築城年代ははっきりしないが15世紀頃、勝連城主阿麻
和利を牽制するため、護佐丸によって築城されたとされる。
城壁の美しさが高く評価されている。�

二
十
一
世
紀
に
お
け
る�

万
国
津
梁
の
実
現�

　
二
〇
〇
一
年
九
月
十
一
日
、
今
世
紀

最
悪
の
悲
劇
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
襲
っ

た
。（
二
十
一
世
紀
は
始
ま
っ
た
ば
か

り
だ
が
、
こ
の
事
件
が
最
悪
で
あ
る
と

考
え
た
い
。）
同
時
多
発
テ
ロ
と
い
う

I
T
社
会
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
象
徴

す
る
こ
の
事
件
を
、
私
た
ち
は
茶
の
間

の
テ
レ
ビ
画
面
か
ら
映
画
を
見
る
よ
う

な
感
覚
で
見
せ
ら
れ
た
と
い
う
の
も
心

痛
い
話
で
あ
る
。�

　
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
人
々
は
飛
行
機

が
武
器
に
な
り
得
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
、

一
斉
に
飛
行
機
で
の
旅
行
を
控
え
だ
し

た
。
そ
の
影
響
を
も
ろ
に
受
け
て
い
る

の
が
航
空
会
社
と
世
界
各
地
の
観
光
地
、

そ
し
て
そ
の
関
連
産
業
だ
。
沖
縄
も
そ

の
例
に
漏
れ
な
い
。
観
光
立
県
を
打
ち

出
し
、
ポ
ス
ト
第
三
次
沖
縄
振
興
開
発

計
画
に
お
い
て
も
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業

と
し
て
の
観
光
・
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
が

強
調
さ
れ
て
い
る
矢
先
で
あ
る
。
案
の

定
、
い
つ
も
は
十
月
か
ら
十
二
月
に
集

中
し
て
い
る
修
学
旅
行
が
な
だ
れ
の
如

く
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
出
し
た
。
十
月
二

十
九
日
現
在
、
沖
縄
観
光
コ
ン
ベ
シ
ョ

ン
･
ビ
ュ
ー
ロ
ー
の
発
表
に
よ
る
と
修

学
旅
行
の
キ
ャ
ン
セ
ル
が
六
百
七
十
八

校
十
五
万
三
千
七
百
八
十
八
人
、
一
般

団
体
が
千
百
三
十
八
団
体
四
万
六
千
九

十
八
人
だ
と
い
う
。
個
人
客
の
キ
ャ
ン

セ
ル
を
入
れ
る
と
二
十
五
万
人
か
ら
三

十
万
人
に
達
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。�

　
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
く
中
、
そ
の
よ

う
な
空
気
を
一
掃
す
る
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
「
第
三
回
世
界
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大

会
」
が
十
一
月
一
〜
四
日
に
か
け
て
沖

縄
コ
ン
ベ
シ
ョ
ン
･
セ
ン
タ
ー
を
主
会

場
に
開
催
さ
れ
た
。「
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ

ュ
（
沖
縄
人
）
大
会
」
は
移
民
を
中
心

に
世
界
各
地
へ
雄
飛
し
て
行
っ
た
県
人

と
そ
の
関
係
者
（
配
偶
者
、
二
世
、
三

世
な
ど
）
を
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し

て
結
び
付
け
よ
う
と
い
う
目
的
で
平
成

二
年
（
一
九
九
〇
）
に
第
一
回
、
平
成

七
年
（
一
九
九
五
）
に
第
二
回
が
開
催

さ
れ
た
。
平
成
十
二
年
（
二
〇
〇
〇
）

の
開
催
予
定
で
あ
っ
た
第
三
回
は
G
―

８
サ
ミ
ッ
ト
の
た
め
に
一
年
遅
れ
の
開

催
と
な
っ
た
。�

　
県
系
人
と
呼
ば
れ
る
世
界
の
ウ
チ
ナ

ー
ン
チ
ュ
は
現
在
三
十
カ
国
以
上
の
国

に
約
三
十
万
人
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
も
二
十
八
カ
国
二
地
域
か
ら
四
千

人
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
が
集
っ
た
。
最

初
は
世
界
に
散
ら
ば
る
沖
縄
関
係
者
を

交
流
さ
せ
る
同
窓
会
的
こ
の
大
会
も
第

二
回
で
は
次
世
代
に
繋
ぐ
、
次
世
を
育

て
る
と
言
う
意
味
で
ジ
ュ
ニ
ア
・
サ
ミ

ッ
ト
が
加
わ
り
、
第
三
回
の
今
大
会
か

ら
は
留
学
生
と
沖
縄
の
学
生
た
ち
が
交

流
す
る
学
生
会
議
と
ワ
ー
ル
ド
･
ビ
ジ

ネ
ス
フ
ェ
ア
が
新
し
い
分
科
会
と
し
て

加
え
ら
れ
た
。
ま
た
大
会
に
先
立
っ
て

行
わ
れ
た
「
第
五
回
W
U
B
世
界
大

会
　
東
京
二
〇
〇
一
」（
十
月
二
十
九
、

三
十
日
）
は
、
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ

ュ
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
集
ま
り
で
、
ウ

チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
大
会
が
単
な
る
交
流
会

か
ら
文
化
、
教
育
、
経
済
に
及
ぶ
実
の

あ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
創
り
へ
と
発
展
し

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。�

　
W
U
B

の
正
式
名
称
は

W
o
r
l
d
w
i
d
e
 
U
c
h
i-

n
a
n
c
h
u
 
B
u
s
i
n
e
s
s
 

A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
で
、
ハ
ワ

イ
の
県
系
二
世
ロ
バ
ー
ト
・
仲
宗
根
氏

の
呼
び
か
け
で
結
成
さ
れ
た
。�

　
一
九
九
七
年
九
月
に
ハ
ワ
イ
に
お
け

る
第
一
回
大
会
を
開
催
し
て
以
来
、
一

年
毎
に
世
界
大
会
を
開
い
て
い
る
。
名

誉
会
長
を
務
め
る
稲
嶺
県
知
事
も
「
W
U
B

は
　
沖
縄
移
民
史
　
の
ひ
と
つ
と
し
て

認
識
し
て
い
る
」
と
の
見
解
を
示
し
て

お
り
、
ロ
バ
ー
ト
・
仲
宗
根
氏
も
「
当

初
三
回
ま
で
の
大
会
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
基
盤
整
備
に
時
間
を
取
ら
れ
て
い
た

が
、
第
四
回
大
会
か
ら
は
具
体
的
な
物

産
や
商
談
が
ま
と
ま
り
、
こ
れ
か
ら
も

っ
と
大
き
な
力
と
な
っ
て
沖
縄
経
済
の

振
興
に
貢
献
で
き
る
」
と
語
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
第
五
回
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

は
「
I
T
で
結
ぶ
二
十
一
世
紀
」
で
あ

っ
た
。�

　
二
十
一
世
紀
に
向
け
た
ウ
チ
ナ
ー
ネ

ッ
ト
の
更
な
る
構
築
を
掲
げ
た
「
ワ
ー

ル
ド
学
生
会
議
」
は
大
会
初
日
を
除
く

三
日
間
、
述
べ
十
八
時
間
を
か
け
て
県

内
外
在
住
の
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
学
生
達

が
討
議
し
た
。
か
な
り
白
熱
し
た
論
議

が
交
わ
さ
れ
た
が
、
彼
等
が
最
終
的
に

提
案
し
た
の
は
、
①
世
界
の
ウ
チ
ナ
ー

ン
チ
ュ
を
繋
ぐ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち

上
げ
る
事
、
②
継
続
し
た
交
流
と
人
材

育
成
な
ど
で
あ
っ
た
。�

　
大
会
会
場
に
い
な
が
ら
総
て
の
会
議

を
じ
っ
く
り
と
聞
く
事
は
で
き
な
か
っ

た
が
、
世
界
の
架
け
橋
な
ら
ん
と
す
る

ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
の
パ
ワ
ー
を
肌
で
感

じ
、
沖
縄
の
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
万

国
津
梁
の
実
現
は
間
近
か
に
あ
る
と
確

信
し
た
四
日
間
で
あ
っ
た
。�

　具志頭村にあるガラスびんリサイクル施設では、自治体等が回収した空きびんを粉砕機でパウダー
状にしたのち、焼成炉で加熱、溶融、冷却の工程を経て、軽石に似た多孔質軽量資材に再生します。
再生品は、土木、建築、農業、緑化用として使用ができます。�
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